
楽 し い 家 族 旅 行 も 、 ち ょ っ と し た 油 断 が 悲 惨 な 事 故 を 招 き ま す 。

次 の よ う な 『 重 大 事 故 』 に 直 結 す る 行 為 は や め ま し ょ う 。
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十分に車間距離をとらないで走行

していると、前車が突然急停止した

時素早く反応して急ブレーキをかけ

ても、安全に停止することはできま

せん。重大事故を招く非常に危険な

行為であることを認識しましょう。

速度が早くなれ ばな るほど身

に迫る危険は倍増 します。特に

雨の降り始めや降雨時などには、

通常の動作であっ てもスリップ

し、操作不能とな って事故を招

いてしまいます。

走行中、携帯電話での通話やメー

ル操作等は、的確なハンドル操作が

出来ないばかりか注意力が緩慢とな

り、前車の動きに対応できないまま

事故を起こしてしまいます。

携 帯 電 話 は 最 寄 り の P A 、 S A

に 駐 車 後 応 答 し ま し ょ う 。

渋滞が発生し、速度が落ちたら必

ずハザードランプを点灯してくださ

い。前方に渋滞を発見したにも関わ

らず、漫然と減速・停止することは、

後続車に前方の危険な状況を伝える

ことができず、重大な交通事故につ

ながります。



近頃、持病や体調不良を原因とする悲惨な交通事故が頻発してい

ます。体力に自信がある人ほど自らの体調管理をおろそかにする傾

向が見られ、運転前に体調不良を感じていても、これくらいなら大

丈夫、と運転を強行してしまいがちです。車は生活に欠かせない便

利な道具ですが、操作する人の意思が働かなくなれば車は暴走し、

一瞬にして他人を巻き込む凶器と化すものでもあることを絶対に忘

れてはいけません。持病や体調不良が思いもよらない悲惨な交通事

故につながることを十分理解し、日頃から体調にも気を配り、安全

運転に心がけましょう。

安 全 運 転 を 実 践 す る た め の 心 が け
①一定の時間に就寝し、睡眠は最低７～８時間と

りましょう。

②ふだんから適度に運動をしましょう。

③バランスの良い食事を規則正しくとりましょう。

④休日は趣味等でストレスを解消しましょう。

⑤定期的な健康診断で病気の早期発見に努め

ましょう・

⑥特に中高年ドライバーは、こまめに身体機

能をチェックしましょう。

⑦大きないびきをかく人は、居眠り運転の危

険があります。

⑧体調不良を感じた時は、運転を控えましょう。

◎事故ゼロに！ 思いはひとつ 滋賀の道

◎通学路 ゆずる笑顔の 滋賀ナンバー

◎じてんしゃも ほこうしゃゆうせん まもろうね




